
令和７年度 第３回北栄町文化財保護委員会 議事録

日時 令和８年３月１８日（水）
午後１時３０分～１４時３０分

場所 大栄農村環境改善センター１階 会議室２

参加者 北栄町文化財保護委員:横濵 純一、中前 雄一郎、渡邊 太、荒木 千彰
事務局:笠見教育⾧、渡辺健二生涯学習課⾧、福庭克展文化・スポーツ推進室⾧、

牧本哲雄文化財専門員、山枡正宗文化・スポーツ推進室主事

日 程
１．開 会
課⾧の渡辺が開会の声掛けを行う。

２．あいさつ
横濵委員⾧から開会の挨拶をしていただく。

３．報告事項
（１）町内遺跡発掘調査事業について【資料１】

委員⾧から上記事業の報告を求められる。
事務局:当年度実施事業について、会議資料資料 1を説明
・資料 1には町内遺跡発掘調査事業を掲載している
・北尾での発掘調査の様子を 3D スキャンアプリを使用して遺構の様子を町HP で紹介している
ことを説明し、委員の皆様にもご自身のスマートフォンから確認していただいた。
使用アプリ名:スキャニバース

・令和 8年 2 月 17 日に県立博物館学芸員の大嶋氏と倉吉博物館で斎江家資料の調査を実施した。
コシキ炉にまつわる遺物、砲弾にまつわる遺物、砲弾の製造に関する古文書などが確認できた。
大砲の弾など、大砲を鋳造していた六尾反射炉との関連が考えられる。

（２）コウノトリ、オオサンショウウオについて【資料 2】
（資料 2の内容）
・事務局の山枡から今年度の振り返りという意味合いで実施した作業や確認できたことを報告した。
また、令和８年３月１５日時点で昨年飛来した個体(雌雄共）が町内の人口巣塔に再び飛来し、
産卵、抱卵を行っているという旨の報告をした。（資料 2の内容)

・教育⾧からコウノトリの愛称募集について、孵化する度に愛称を募集することの是非を保護委員に向
けて意見を伺った。今年度に孵化した個体のうち、１羽が巣塔から落下したという事例があり、今後
個体が死亡してしまうケースも想定されるため。また、愛称をつけてもどの個体かを判断することが
難しいことも理由に挙げられる。大山町などの周辺市町は募集していない。
各委員からは、愛称を募集することで町民への周知や機運醸成につながるため、不要とも言い切れな
い。ただ、個体を識別できないという中で愛称をつけるという問題も理解できる。
個体ごとに愛称をつけるのではなく、グループとして総称をつけるということも考えられる。
来年度の対応については事務局の方に任せる。



（３）斎尾家住宅国重要文化財指定について【資料 2】
・令和８年１月１５日文化庁から正式に重要文化財に指定されたことを報告した。
・令和７年 11 月と令和 8年 3 月に限定公開を実施し、3月の限定公開時には重要文化財の指定書の
お渡し式を行ったことを報告した。





４．協議事項
（１）令和 8年度事業について【資料３】
・令和 8年度の文化財保護対策事業について報告をおこなった。
・次年度の発掘調査(北尾堤前遺跡)の計画及び六尾反射炉跡のトレンチ拡張の予定について報告した。
・令和 8年度中に令和 6・7年度の発掘調査報告書の刊行予定を報告した。
（文化財保護対策事業）
・文化財保護委員会を年３回実施
・齋尾家住宅の限定公開は予定通り 11月と 3月に実施予定
・地域財産発掘調査委員会の開催
・歴史探訪ウォークの実施（4月:国坂地区 11 月:六尾反射炉跡、瀬戸地区)

（町内遺跡発掘調査事業）
・令和８年度:開発事業に伴う北尾堤前遺跡の試掘調査を実施予定。

（トレンチ調査 ６ｍ×６ｍを３か所）
六尾反射炉跡の付属屋の確認調査



（令和７年度に実施したトレンチ調査を継続して実施、トレンチの拡張を行
い、発掘した付属屋の全容を解明する）。

・自然科学分析調査:六尾反射炉跡での出土遺物を科学分析に出し、反射炉の構造解明の
参考にする。

５．その他
（１）令和８年度の文化財保護委員について

令和７年度を以て保護委員の任期が満了となる。横濵氏、中前氏、渡邊氏、荒木氏には引き続き
保護委員をつとめていただくことを了承していただいた。
遠藤氏については、一身上のご都合で次年度の委員を辞退されるとのことだった。
新たに、倉吉市の根鈴氏に保護委員をつとめていただくことが決定した。

（２）由良台場の芝焼き日程について
令和８年３月２３日（月）の午前１０時から芝焼きを実施する予定。
予備日は翌日３月２４日（火）を設定している。




